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液
場
、
め
国
　
し
、
大
量
に
集
め
た
途
端
に
、
亀

工
降
止
外
　
山
で
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
関
連
の
仕
事

，
1
　
－
　
　
　
が
な
く
な
り
、
今
年
二
月
へ
し
ろ
か

入
管
法
改
正
案
「
な
ん
ら
対
策
考
え
て
な
い
」

福
島
住
民
の
苦
し
み

「
東
電
は
、
被
災
者
に
迅
速
に
補
償
す
る
A
D

R
の
趣
旨
に
反
し
、
和
解
案
を
拒
否
し
た
」
と

話
す
伊
藤
知
恵
弁
護
士
＝
塞
只
都
千
代
田
区
で

分
か
っ
て
い
な
い

福
島
原
発
事
故
で
全
町
避
難
を
強
い
ら
れ
た
福
島
県
浪
江
町
の
住

民
約
百
人
が
先
月
、
福
島
地
裁
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

原
告
は
五
年
前
、
町
が
町
民
約
一
万
六
千
人
の
代
理
人
と
な
り
、
裁

判
外
紛
争
解
決
手
続
き
（
A
D
R
）
で
追
加
賠
償
を
申
し
立
て
た
も

の
の
、
東
電
か
ら
和
解
案
の
受
諾
を
拒
ま
れ
た
人
た
ち
だ
。
裁
判
で

は
救
済
に
時
間
も
寅
用
も
労
力
も
か
か
る
。
迅
速
な
賠
償
の
た
め
に

国
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
A
D
R
が
櫻
能
せ
ず
、
被
害
者
が
新
た
に

裁
判
闘
争
を
強
い
ら
れ
る
の
は
筋
違
い
で
は
な
い
か
。

（
中
山
岳
、
中
沢
佳
子
）

国
、
東
京
電
力
を
提
訴
す
る
た
め
、
福

島
地
方
裁
判
所
前
で
集
会
を
開
き
、

決
意
を
語
る
浪
江
原
発
訴
訟
原
告
団

の
鈴
木
正
一
団
長
（
左
か
ら
3
人
目
）

＝
1
1
月
2
7
日
午
後
、
福
島
市
で

「
和
解
案
を
な
ん
べ
ん
も
な

ん
べ
ん
も
拒
否
さ
れ
…
。
東
電

の
お
え
ら
い
さ
ん
ら
に
は
、
私

た
ち
の
苦
労
は
分
か
ら
な
い
ん

だ
」
。
先
月
二
十
七
日
に
浪
江
町

民
ら
百
九
人
が
起
こ
し
た
第
一

陣
の
訴
訟
で
、
原
告
に
名
を
連

ね
た
鵜
島
孝
子
さ
ん
（
六
〇
は
、

東
電
へ
の
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し

た
。
裁
判
で
は
長
期
の
避
難
生

活
や
、
町
が
町
民
の
代
理
人
と

な
っ
た
集
団
A
D
R
で
、
東
電

が
度
々
和
解
案
を
拒
否
し
た
こ

と
に
よ
る
精
神
的
損
害
の
慰
謝

料
も
含
め
、
一
人
当
た
り
約
千

二
百
万
円
を
求
め
て
い
る
。

小
学
校
の
養
護
教
諭
だ
っ
た

鵜
島
さ
ん
は
原
発
事
故
で
浪
江

町
苅
宿
地
区
の
自
宅
に
住
め
な

く
な
っ
た
。
隣
の
南
相
馬
市
内

の
家
な
ど
を
転
々
と
し
、
職
場

も
移
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

今
は
同
市
の
復
興
公
営
住
宅
で

暮
ら
す
。
提
訴
を
決
め
た
の
は

「
多
く
の
浪
江
町
民
が
家
族
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
人
生
を
狂
わ

さ
れ
た
、
そ
の
悔
し
さ
を
訴
え

た
い
」
と
い
う
一
心
か
ら
だ
。

そ
れ
で
も
裁
判
に
至
る
ま
で

の
道
は
長
か
っ
だ
。

国
の
賠
償
基
準
を
不
服
と

し
、
浪
江
町
が
二
〇
二
二
年
か

ら
町
民
の
代
理
と
な
っ
て
手
続

き
を
申
し
立
て
た
集
団
A
D
R

は
、
町
民
の
七
割
を
超
え
る
約

六
千
七
百
世
帯
、
全
国
に
散
っ

た
約
一
万
五
千
七
百
人
が
参
加

し
た
。
町
は
東
電
が
国
の
指
針

に
基
づ
き
支
払
う
一
人
当
た
り

月
十
万
円
の
慰
謝
料
の
増
額
を

請
求
。
文
部
科
学
省
の
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

の
仲
介
委
員
は
一
四
年
三
月
、

一
人
月
額
五
万
円
、
七
十
五
歳

以
上
に
は
別
に
月
額
三
万
円
を

加
算
す
る
和
解
案
を
示
し
た
。

だ
が
東
電
は
「
一
律
の
賠
償

は
困
難
」
と
し
て
個
別
に
被
害

の
立
証
を
求
め
た
。
四
年
に
わ

た
り
和
解
案
を
計
七
回
、
拒

否
。
仲
介
委
員
の
勧
告
を
受
け

て
や
っ
と
高
齢
の
町
民
一
人
と

和
解
し
た
も
の
の
、
他
の
町
民

た
ち
と
の
和
解
に
は
応
じ
ず
、

つ
い
に
今
年
四
月
、
セ
ン
タ
ー

が
伸
介
を
打
ち
切
っ
た
。

そ
の
間
に
、
集
団
A
D
R
に

参
加
し
た
町
民
の
う
ち
、
同
月

時
点
で
八
百
六
十
四
人
が
亡
く

な
っ
た
。
町
民
を
ま
と
め
て
き

た
馬
場
有
町
長
も
六
月
に
死

去
。
痛
手
は
大
き
か
っ
だ
が
、

泣
き
寝
入
り
し
な
い
た
め
に
は

裁
判
し
か
な
か
っ
た
。

裁
判
は
二
百
人
を
超
え
る
町

民
ら
が
来
年
に
二
次
提
訴
を
検

討
し
て
い
る
。
だ
が
、
原
告
弁

護
団
の
伊
藤
知
憲
弁
護
士
は

「
裁
判
は
A
D
R
よ
り
費
用
が

か
か
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
経

済
的
に
困
っ
て
い
る
人
や
高
齢

者
で
原
告
に
な
る
の
を
あ
き
ら

め
る
人
も
多
い
。
補
償
さ
れ
る

べ
き
人
が
救
済
か
ら
こ
ぼ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
懸
念
す
る
。

さ
ら
に
、
「
東
電
が
浪
江
町
と

の
一
律
和
解
案
を
か
た
く
な
に

拒
ん
だ
の
は
、
原
発
周
辺
地
域

の
A
D
R
に
影
響
す
る
こ
と
を

嫌
が
っ
た
か
ら
だ
」
と
み
る
。

東
電
が
原
発
事
故
後
、
国
の

指
針
や
A
D
R
、
裁
判
な
ど
で

被
災
者
に
支
払
っ
た
損
害
賠
償

は
、
先
月
三
十
日
時
点
で
八
兆

五
千
九
百
億
円
余
に
上
る
。

今
年
に
入
り
、
東
電
が
A
D

R
で
同
セ
ン
タ
ー
の
和
解
案
を

拒
否
し
、
手
続
き
が
打
ち
切
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
。

五
月
に
は
飯
館
村
の
蕨
平
、

比
首
、
前
田
・
八
和
木
の
三
地

区
の
住
民
約
三
百
人
に
慰
謝
料

を
支
払
う
よ
う
求
め
た
和
解
案

を
拒
否
。
七
月
は
同
村
の
三
千

七
十
人
が
申
し
立
て
、
そ
の
う

ち
百
四
十
五
人
に
慰
謝
料
の
支

払
い
を
求
め
た
和
解
案
を
握
否

し
た
。
伊
藤
弁
護
士
は
、
こ
う

し
た
東
電
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

「
原
発
事
故
か
ら
七
年
が
過
ぎ

て
社
会
の
関
心
が
薄
れ
、
和
解

案
を
拒
否
し
て
も
強
く
批
判
さ

れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
な

い
か
」
と
批
判
す
る
。
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和
解
打
ち
切
り
剛
件
機
能
不
全
に

原
発
A
D
R
は
賠
償
問
題
の

解
決
に
機
能
し
て
き
た
の
か
。

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
報
告
書

に
よ
る
と
、
二
〇
二
～
一
七

年
に
同
セ
ン
タ
ー
に
申
し
立
て

ら
れ
た
計
二
万
三
千
二
百
十
五

件
の
う
ち
、
和
解
が
成
立
し
た

の
は
計
一
万
七
千
五
百
四
十
八

件
。
た
だ
、
和
解
が
成
立
す
る

割
合
は
こ
こ
数
年
右
肩
下
が
り

で
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一
四
年
は

8
7
・
8
％
だ
っ
た
が
、
一
七
年

は
7
4
・
2
％
と
年
々
下
が
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
和
解
を
打
ち

切
っ
た
ケ
ー
ス
は
計
千
六
百
七

十
一
件
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
東

京
電
力
が
和
解
案
を
受
け
入
れ

ず
に
打
ち
切
り
に
な
っ
た
ケ
ー

ス
は
、
少
な
く
と
も
計
七
十
二

件
だ
っ
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

を
巡
っ
て
は
、
原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
審
査
会
が
被
害
の
項
目

ご
と
に
定
め
た
指
針
に
基
づ
き

賠
償
が
行
わ
れ
る
。
内
容
に
納

得
で
き
な
い
被
害
者
は
、
同
セ

ン
タ
ー
に
A
D
R
を
申
し
立
て

る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
弁
護
士
な

ど
が
伸
介
委
員
と
な
り
、
被
害

者
と
東
電
の
双
方
の
意
見
を
聞

い
て
、
和
解
案
を
提
示
。
双
方

が
受
け
入
れ
れ
ば
和
解
が
成
立

す
る
。
A
D
R
は
訴
訟
よ
り
も

手
続
き
が
簡
単
で
、
早
期
解
決

が
見
込
め
る
。
加
害
責
任
が
明

確
な
原
発
賠
償
の
手
法
と
し
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
、
国
が
政

策
的
に
誘
導
し
た
。

東
電
も
賠
償
を
巡
る
方
針
で

「
三
つ
の
誓
い
」
を
掲
げ
、

「
和
解
仲
介
案
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
手
続
き
の
迅
速
化
に

取
り
組
む
」
と
明
記
し
た
。

だ
が
、
そ
の
「
奮
い
」
を
よ

そ
に
、
東
電
は
和
解
案
を
拒
否

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
伸
介
委
員
を

務
め
る
小
島
延
実
弟
護
士
は

「
A
D
R
の
和
解
案
は
、
法
的

拘
束
力
が
な
い
。
制
度
上
は
東

電
が
拒
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
」
と
東
電
の
逃
げ
切
り
を

許
し
か
ね
な
い
「
欠
陥
」
を
説

明
す
る
。
東
電
が
和
解
案
を
拒

み
、
訴
訟
に
な
る
例
が
目
立
つ

こ
と
も
「
和
解
案
は
東
電
が
受

け
入
れ
る
前
提
で
提
示
し
、
道

義
的
に
も
受
け
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
残
念
だ
」
と
語
る
。

「
三
つ
の
誓
い
」

す
ぐ
撤
回
し
て

原
発
賠
償
A
D
R
に
詳
し
い

富
田
暫
・
福
島
大
教
授
（
民
法
）

も
「
A
D
R
は
営
業
損
害
の
よ

う
な
被
害
額
を
算
出
し
や
す
い

も
の
に
な
じ
む
が
、
精
神
的
被

害
に
対
す
る
慰
謝
料
は
ど
う

か
。
東
電
も
算
定
の
根
拠
を
示

す
よ
う
求
め
る
し
、
支
払
い
を

拒
み
や
す
い
」
と
指
摘
す
る
。

東
電
の
和
解
案
拒
否
は
続
く
と

み
て
、
「
和
解
案
を
当
事
者
の

一
方
が
の
ま
な
け
れ
ば
機
能
し

な
い
の
が
A
D
R
。
今
後
は
裁

判
で
救
済
を
求
め
る
動
き
が
主

流
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

「
自
分
た
ち
の
気
に
入
ら
な

い
和
解
案
を
東
電
が
蹴
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
が

提
示
す
る
和
解
内
容
も
『
正
し

い
賠
償
額
』
で
は
な
く
、
『
東

電
が
の
め
る
額
』
に
変
わ
っ
て

き
た
。
結
果
的
に
東
電
側
が
払

い
た
い
額
を
決
め
て
い
る
状
態

だ
。
迅
速
な
解
決
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
制
度
の
趣
旨
が
変
質

し
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
の
は
、
原
発
賠
償

政
策
に
詳
し
い
須
網
隆
夫
・
早

稲
田
大
教
授
（
E
U
法
）
。
紳

士
協
定
で
な
く
、
法
的
拘
束
力

を
持
た
せ
る
べ
き
と
の
意
見
は

以
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
。

「
だ
が
東
電
が
『
三
つ
の
誓
い
』

を
掲
げ
た
こ
と
で
法
的
拘
束
力

ま
で
は
明
確
に
さ
れ
な
か
っ

た
。
東
電
は
集
団
申
し
立
て
で

賠
償
額
が
膨
ら
む
こ
と
を
見
越

し
て
和
解
案
を
拒
む
の
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
な
ら
『
誓
い
』
を
取

り
下
げ
る
べ
き
。
い
ま
だ
撤
回

せ
ず
、
政
府
も
追
認
し
て
い
る

の
は
問
題
だ
」
と
批
判
す
る
。

和
解
案
を
尊
重
す
る
と
言
い

な
が
ら
破
る
、
東
電
。
理
由
を

尋
ね
る
と
、
東
電
広
報
室
の
工

藤
久
美
子
氏
は
「
訴
訟
に
関
す

る
こ
と
な
の
で
コ
メ
ン
ト
は
盤

え
る
」
と
し
、
浪
洋
間
の
住
民

が
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に

は
「
請
求
内
容
や
主
張
を
詳
し

く
う
か
が
い
、
真
撃
に
対
応
す

る
」
と
答
え
る
に
と
ど
め
た
。

原
発
事
故
か
ら
ま
も
な
く
八

年
。
A
D
R
で
解
決
が
望
め
な

い
と
被
害
者
は
長
い
時
間
を
か

け
て
裁
判
に
臨
む
か
、
諦
め
ざ

る
を
え
な
い
。
須
網
教
授
は

「
甚
大
な
被
害
を
出
し
、
多
額

の
賠
償
に
つ
な
が
っ
た
原
発
事

故
は
海
外
に
も
な
い
。
福
島
の

補
償
は
世
界
の
前
例
に
な
る
」

と
前
置
き
し
、
望
ま
し
い
補
償

の
あ
り
方
を
こ
う
語
る
。
「
東

電
側
が
A
D
R
の
和
解
案
を
拒

め
な
い
仕
組
み
に
す
べ
き
だ
。

今
は
、
住
民
た
ち
が
被
害
を
訴

え
る
た
め
に
訴
訟
と
い
う
負
担

を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
和
解

案
が
拘
束
力
を
持
つ
こ
と
に
不

満
だ
と
い
う
な
ら
、
東
電
側
が

訴
え
れ
ば
い
い
」

◇
生
花
（
大
田
花
茎
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・
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入
荷
少
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同
（
フ
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